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「公共工事等における新技術活用システム（NETIS）」の改正について 
～新技術の技術特性を明確にすることで現場への導入を促進～ 

 

 

公共工事等における新技術活用システムについては、事後評価情報の充実を図るため

に改正した平成 22 年 3 月の運用から 4年が経過しました。 

これまでのシステム運用状況を踏まえ、国土交通省は、「新技術の登録申請時及び活用

後の評価における技術特性の明確化」、「現場ニーズに基づく技術公募による活用・評価

の促進」、「外部機関の活用による評価の効率化」等を目的に、「公共工事等における新技

術活用システム(NETIS)」の実施要領を改正し、平成 26 年 4 月より施行します。 

主な改正内容は以下の通りです。 

 

改正１．現場ニーズに基づく技術公募による活用・評価の促進 

新設する「テーマ設定型（技術公募）」により、現場ニーズに基づき設定した技術テー

マに対し、応募のあった技術を現場で活用、評価することで、新技術の現場導入及び評

価の加速化に取り組む。 

○発注者ニーズ、NETIS 登録技術数の多い分野（工種・工法等）等、技術比較が求められる分野を

技術テーマに設定。 

○応募のあった技術について、概ね 1年以内に原則 1件以上活用・評価。なお、期間・件数につい

ては分野（工種・工法等）に依存。 

○評価結果に基づき、今後の技術選定に活用するための技術比較資料を作成。 

 

改正２．外部機関の活用による有用な技術の現場導入促進 

外部機関で活用された技術の評価結果等を活用することで、有用な技術の現場導入を

促進。 

○関係研究機関や第三者機関等に加え、新たに地方公共団体等からの推奨技術等の推薦受け入れ等

行うことで有用な新技術の現場導入を促進。 

○新たに「評価促進技術」を設定し、外部機関より推薦のあった技術の活用、評価を促進すること

で有用な新技術の現場導入を促進。 

 

改正３．新技術の登録申請時における技術特性の明確化 

新技術の「登録申請時」に、適切な従来技術の設定や NETIS 既登録技術との比較等を

行うことで、技術特性を明確にすることによって適材適所での活用を促進する。 



○申請者は、申請技術の技術特性に応じて任意の技術的事項を定めることが可能。 

○申請者は、類似のＮＥＴＩＳ登録技術等を含めて比較表を作成する。 

○申請者は、従来技術の設定に当たり、申請窓口にその妥当性を示す根拠資料を提出し、確認を受

けなければならない。 

 

改正４．新技術活用後の評価における技術特性の明確化 

現行の 6 つの調査項目（経済性、工程、品質・出来型、安全性、施工性、環境）で定

量的に評価する活用効果調査表を改正することで、技術特性や定性的な評価（コメント

を重視した評価）を実現する等、新技術の現場導入促進に取り組む。 

○活用効果調査表を、点数だけでなく定性的な評価（コメント重視の評価）が可能な調査表へ改訂。 

○技術特性に応じ、調査項目の追加や見直しが可能。 

○継続調査の必要が無いと地方整備局等の評価会議で判断された技術については、以降の活用効果

調査を省略可能。 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

担当：大臣官房技術調査課      林（内線：22343）  

TEL: 03-5253-8111（代表） 夜間直通：03-5253-8125 FAX： 03-5253-1536 

担当：大臣官房公共事業調査室    吉井（内線：24296） 

TEL: 03-5253-8111（代表） 夜間直通：03-5253-8258 FAX： 03-5253-1560 

担当：大臣官房官庁営繕部整備課   城澤（内線：23514）  

TEL: 03-5253-8111（代表） 夜間直通：03-5253-8238 FAX： 03-5253-1544 

担当：総合政策局公共事業企画調整課 鹿毛（内線：24953） 

TEL: 03-5253-8111（代表） 夜間直通：03-5253-8286 FAX： 03-5253-1556 

＜参考＞ 

（１） 公共工事等における新技術活用システム（ＮＥＴＩＳ） 

・有用な新技術の積極的な活用を推進することで、公共工事のコスト縮減や品質向

上を図り、新技術の更なる改善を促進するための仕組みとして、新技術活用シス

テムを構築（平成 13 年度より）。 

・民間等により開発された新技術を、新技術情報提供システム（NETIS）にて共有・

広く提供するとともに、公共工事等において積極的に活用・評価し、技術開発を

促進していくためのシステム。 

 

（２）国土交通省発注工事における新技術（ＮＥＴＩＳ掲載技術）の活用状況 

・国土交通省各地方整備局等では、年間約 13,000 件（H24 実績）の工事を発注。 

・そのうち約 40% (約 5,050 件)の工事において、累計約 14,200 の新技術を活用。 


